
千
石
の
米
積
み
て
あ
り
o
m
伊
定
是
よ
り
袋
心
し
て
、
一
封
の
後
、
高
島
茂
助
・
宇
野
十
兵
衡
を
こ
の
城
祉
に

泰
澄
大
師
に
仕
へ
て
木
樵
・
水
汲
あ
り
て
修
行
せ
し
一
置
い
た
こ
と
は
笛
記
に
見
え
る
と
あ
る
。

と
也
。
去
ば
泰
澄
に
滞
定
・
臥
り
の
一
一
行
者
あ
り
て
、
一
フ
タ
イ
シ
ニ
石
・
越
資
質
三
州
志
に
、
天
正
九

泰
澄
の
臼
〈
、
海
定
の
身
行
は
安
し
、
臥
り
の
心
行
一
年
遊
佐
約
党
矢
子
が
櫛
比
庄
ご
石
村
翁
新
五
郎
の
家

は
か
た
し
と
あ
り
し
と
云
へ
り
。
共
鉢
の
子
の
主
る
一
に
潜
隠
し
て
ゐ
た
の
を
蹴
へ
て
刻
首
し
た
こ
と
を
記

腕
を
今
鉢
ヶ
崎
村
と
云
ふ
。
』
と
記
す
る
が
如
き
は
是
一
し
、
註
に
ニ
石
村
と
い
ふ
も
の
は
今
存
せ
ぬ
。
或
は

で

あ

る

。

一

鳳

京

都

小

石

村

の

こ

と

で

は

あ

る

ま

い

か

と

し

て

ゐ

プ
セ
ン
夫
銭
J
プ
ギ

y

夫
鋭
o

一る
o按
ず
る
に
二
石
村
は
ニ
ケ
村
の
殻
潟
で
あ
ら
う
o

フ
ゾ
ウ
イ
ン
普
議
院
臨
軍
部
印
刷
宗
総
持
寺
一

J
-
一
カ
ム
ラ
ご
簡
村
。

の
積
内
に
在
っ
て
、
術
大
源
の
建
立
に
係
る
も
の
で
一
フ
タ
ウ
ゲ
=
曲
能
美
郡
般
椛
郷
に
臨
す
る
部

あ
っ
た
が
、
今
は
存
せ
ぬ
。
一
務
。
府
峠
か
ら
起
っ
た
名
稽
で
、
二
輪
笥
と
も
普
く
。

フ
ソ
ウ
チ
ョ
ウ
ジ
ユ
ロ
タ
扶
桑
長
語
録
二
加
。
一
明
治
入
年
十
周
ご
曲
・
消
水
の
ご
村
を
合
併
し
て
出

森
附
平
次
箸
。
上
天
子
よ
り
下
康
民
に
室
右
ま
で
、
一
合
と
殴
都
し
た
。

古
来
長
訴
を
以
て
者
れ
た
も
の
を
、
同
史
諸
記
録
に
一
フ
タ
ウ
ゲ
府
晦
能
美
総
二
曲
に
在
る
峠
。
こ

徴

し

て

挺

い

た

も

の

で

あ

る

。

一

の

怖

は

、

佐

古

加

賀

の

閥

府

か

ら

仰
J

阪
を
経
て
別

プ
タ
豚
元
除
十
年
三
用
十
六
日
の
文
書
に
、
一
宮
へ
出
で
、
白
山
・
鶴
来
を
勝
絡
す
る
も
の
で
、
務
政

金
持
町
中
に
務
の
御
豚
を
政
倒
す
る
を
告
げ
、
若
し
一
時
代
に
掠
附
の
巡
見
上
使
が
之
を
泌
過
す
る
例
で
あ

屋
蚊
姐
な
ど
荒
し
た
時
に
誼
錦
ふ
こ
と
は
苦
し
く
な
一
っ
た
。
今
三
坂
峠
と
も
三
坂
越
と
も
い
ひ
、
三
坂
部

い
と
あ
り
、
別
紙
に
政
飼
の
豚
死
す
る
時
は
そ
の
町
一
訴
に
隣
っ
て
コ
院
の
部
務
が
あ
る
。

よ
り
踊
出
づ
ぺ
〈
、
高
糊
犬
同
事
と
心
得
よ
と
あ
一
フ
タ
ウ
ゲ
イ
シ
=
曲
右
能
楽
部
出
合
に
蔵
す

る
o
こ
れ
は
生
類
憐
の
抑
制
令
の
俄
波
で
あ
る
o

一
る
石
材
。
石
英
粗
面
岩
質
凝
灰
器
で
、
錦
織
背
色
火

フ
タ
ア
ナ
二
穴
鹿
島
郡
能
登
島
庄
に
鴎
す
る
一
山
政
の
凝
結
か
ら
成
り
、
賃
金
〈
組
商
で
稿
硬
い
。

部
務
。
能
管
名
跡
志
に
、
『
此
村
を
二
穴
村
と
云
ふ
一
フ
タ
ウ
ゲ
ジ
ヨ
ウ
府
隙
城
能
奨
哲
一
曲
に
在

は
、
磯
山
の
腹
に
制
二
つ
あ
り
o
神
に
て
難
民
に
話
一
っ
た
。
越
管
制
以
三
州
志
政
雄
考
に
、
府
一
峠
今
二
曲
に

ひ
し
防
、
此
制
に
入
り
て
凌
ぐ
也
0

』
と
見
定
ゐ
。
こ
一
作
り
、
二
曲
村
の
南
山
中
に
在
る
。
別
宮
と
僅
か
に

こ
に
い
ふ
洞
穴
は
裕
際
に
面
す
る
も
の
で
、
男
穴
は
一
大
日
川
を
隔
て
る
許
り
で
あ
り
、
別
宮
城
の
支
儀
ら

二
一
白
人
許
を
入
る
ぺ
〈
、
早
天
に
邑
民
雨
乞
を
な
す
一
し
い
。
実
正
入
年
柴
町
勝
家
毛
利
九
郎
兵
衡
を
守
絡

の
習
慣
が
あ
り
、
女
自
八
は
狭
く
し
て
深
〈
、
底
に
盤
一
と
し
、
三
戸
田
久
次
郎
を
副
ヘ
、
兵
三
百
七
十
僚
を

泉

が

沸

く

と

い

ふ

。

.

一

附

し

て

こ

の

鍵

に

置

い

た

が

、

九

年

賊

起

っ

て

之

を

フ
タ
ア
ナ
タ
ヨ
ゥ
=
穴
按
鹿
島
郡
能
登
島
な
一
防
陥
れ
た
と
あ
る
。

る
二
穴
領
の
岬
端
に
在
っ
た
。
越
管
賀
三
州
志
に
、
一
フ
ダ
カ
へ
札
替
↓
グ
ジ
カ
へ
悶
替
。

事
跡
樫
滅
す
る
が
、
こ
の
館
跡
が
中
古
か
ら
存
す
る
一
フ
タ
ギ
ジ
ユ
ン
バ
タ
=
木
順
伯
爵
は
恒
嗣
。

こ
と
は
人
の
口
碑
に
在
。
、
天
正
九
年
前
回
利
家
交
一
初
め
前
田
駿
詞
守
に
仕
ヘ
、
質
随
四
年
御
鏑
留
と
し

フ
セ
l
フ
タ

て
召
出
さ
れ
、
十
五
人
扶
持
を
受
け
、
天
明
ご
年
八

周
夜
。
子
蕗
限
庵
・
顕
丈
・
須
孝
等
相
鎗
い
だ
。

フ
タ
ギ
ド
ウ
セ
ン
二
木
鑓
事
石
川
郡
藤
塚
の

人
。
本
音
停
記
に
、
菅
原
選
句
入
選
藤
塚
村
に
住
し

て
近
塁
七
宇
所
の
棟
梁
で
あ
っ
た
。
そ
の
門
前
に
松

梅
の
=
嫌
が
あ
っ
た
か
ら
、
人
呼
ん
で
ご
木
殿
と
穣

し
た
。
道
句
の
子
道
事
慈
仁
に
し
て
民
之
に
馴
れ
た

が
、
道
事
は
新
た
に
祉
を
築
い
て
組
制
を
崇
め
、
従

来
在
る
腕
の
山
王
の
小
嗣
を
以
て
宋
匙
と
し
た
と
。

本
青
山
正
由
来
記
に
、
ご
木
道
仙
と
い
ふ
一
授
大
絡

が
あ
っ
た
と
す
る
も
、
道
事
の
こ
と
で
あ
ら
う
。
稼

部
考
古
跡
記
に
、
平
加
村
の
商
沙
漠
申
に
ご
木
道
仙

の
館
祉
が
あ
る
と
記
す
る
。

フ
タ
タ
チ
=
ロ
能
美
郡
白
山
下
に
臨
す
る
畑
山

務
。
明
治
中
に
至
っ
て
東
二
口
と
殴
め
た
。

フ
タ
タ
チ
=
ロ
能
美
都
板
樟
郷
に
臨
す
る
部

務
。
成
田
家
記
に
鹿
長
五
年
前
倒
利
長
出
陣
の
こ
と

を
越
べ
て
、
『
霊
て
コ
一
遊
山
ま
で
御
出
馬
被
成
、
讃
手

一
一
口
村
と
申
腕
に
城
取
被
仰
付
、
山
崎
長
門
守
御
入

盟
、
三
遊
山
に
暫
〈
御
一
辺
留
之
臓
、
小
松
と
の
扱

翻
。
』
と
あ
る
。
こ
の
部
落
は
、
明
治
中
に
至
っ
て
.
西

一
一
口
と
改
稿
し
た
。

フ
タ
タ
チ
=
ロ
石
川
郡
中
村
郷
に
臨
す
る
。

明
治
申
に
芸
っ
て
上
二
日
と
改
め
た
。

フ
タ
タ
チ
=
ロ
石
川
端
戸
板
郷
に
鴎
す
る
部

務。
フ
タ
タ
チ
=
白
羽
咋
郡
邑
知
院
内
太
悶
富
永

保
に
存
す
忍
部
落
。
二
口
村
の
名
は
、
大
永
六
年
十

周
一
宮
枇
務
晩
年
寅
米
銭
納
帳
に
見
え
る
。

フ
タ
タ
チ
=
白
羽
咋
郡
羽
内
の
内
の
小
字
。

フ
タ
タ
チ
=
ロ
珠
洲
郡
馬
渡
の
内
の
小
宮
4
0

フ
タ
タ
チ
ゴ
ロ
ペ
z
=
ロ
豆
郎
兵
衛
初
め
御

算
用
者
で
、
年
寄
出
・
席
執
筆
と
な
旬
、
除
加
増
と
も

百
二
十
石
に
歪
り
、
文
化
入
年
組
外
に
列
し
、
文
政

三
年
夜
。
子
孫
相
鑓
い
で
滞
に
仕
へ
る
。

フ
タ
タ
チ
ジ
ヨ
ウ
=
ロ
按
能
美
郡
ニ
ロ
に
あ

っ
た
。
慶
長
五
年
の
役
に
前
回
利
長
命
じ
て
ご
口
の

設
に
盤
を
築
き
、
山
崎
長
門
を
也
い
た
と
あ
る
が
、

優
跡
は
不
明
で
あ
る
。

フ
タ
ク
チ
ロ
タ
チ
ョ
ウ
=
ロ
六
丁
石
川
郡
戸

板
郷
に
臨
し
、
務
政
の
時
に
は
無
家
の
村
で
あ
っ

た
。
明
治
以
降
鏑
立
の
部
務
と
す
る
。

フ
タ
ゴ
二
子
珠
洲
郡
若
山
庄
に
臨
す
ろ
部
部
。

村
名
闘
来
替
に
、
『
此
村
昔
年
彦
兵
衛
と
申
百
姓
之
家

名
二
子
と
巾
に
付
、
則
村
名
に
唱
市
商
申
偲
候
。
』
と

あ
る
。フ

タ
ゴ
ヅ
ヵ
=
子
塚
江
沼
部
那
谷
谷
に
邸
す

る
部
務
。
品
名
は
前
方
後
図
柄
引
あ
る
に
図
る
。
笈
憩

記
聞
に
、
こ
の
村
の
花
立
と
い
ふ
所
は
芝
原
で
、
五

六
尺
四
方
の
地
を
締
め
ば
そ
の
脅
大
に
繕
き
、
土
中

空
服
で
あ
る
如
く
で
あ
る
。
土
人
は
甑
な
ど
叫
ん
で

あ
る
か
と
い
ふ
と
記
す
る
。
こ
れ
は
前
記
の
古
前
と

は
別
の
腕
で
あ
る
。
↓
キ
ツ
ネ
ヤ
マ
コ
フ

y

狐
山

首
的
。フ

タ
ゴ
ヅ
カ
=
子
稼
石
川
端
寺
地
領
で
、
.
大

莱
寺
の
門
前
な
る
品
陶
・
に
在
っ
た
墳
丘
。
も
と
築
上

に
古
松
三
株
が
あ
旬
、
寛
政
九
年
五
且
建
造
し
た
石

碑
に
、
俳
句
多
数
と
詩
一
一
砲
を
刻
し
た
も
の
を
樹
て

で
あ
っ
た
。
芋
掘
膝
五
郎
と
そ
の
・
姿
和
五
と
の
惑
で

あ
る
か
ら
コ

r塚
で
あ
る
と
偲
へ
た
の
は
俗
説
で
、

そ
の
瓢
塚
形
の
古
墳
で
あ
っ
た
こ
と
は
北
陸
人
類
製

曾
志
に
載
せ
ら
れ
る
。

フ
タ
ゴ
ヤ
マ
=
子
山
鳳
至
郡
武
述
に
在
る
。

能
登
の
小
富
士
と
も
能
登
富
士
と
も
い
ふ
。
高
さ
一

八
二
米
。
地
質
輝
石
安
山
岩
。
能
登
誌
に
、
『
此
山
は

名
山
に
て
絶
頂
二
つ
に
わ
か
れ
て
富
士
の
如
し
。
俄

七
二
三
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